
〓はじめ に   

僕は豊太 郎が結局 エリスを 置いて日 本に帰っ てしまっ たという 終りかた は、まる で豊 太 郎

が自分の 運命に最 後まで向 かい会わ ずに逃げ てしまっ たような 印象を受 けたので 、続 編 を

書いてそ こで再び 豊太郎を 過去と向 かい会わ せようと 思います 。しかし 、敢えて ここ で は

実際に運 命と向か い会い、 どうなっ たかは書 きません 。そこの ところは ご自由に 想像 し て

いただけ ば幸いで す。ちな みに文体 は現代風 に直しま す。  

〓続舞姫 〓序章〓 予感  

私は今、 心に一抹 の不安を 感じてい る。  

なぜなら ば忌まわ しき私の 過去が私 を今また 呼んでい るような 気がして ならない から だ 。

あれから 既に三十 年もの月 日が流れ てしまっ たが、未 だあの忌 まわしき 過去は私 を解 放 し

てくれる つもりな どないの だろうか …。これ は 単なる私 の思い過 ごしなの かも知れ ないし 、

杞憂に過 ぎないの かも知れ ないが、 私がこう 思う理由 を明らか にするた めにも、 こう 思 う

に至った 過程をは っきりと させるた めにも、 私が日本 に帰って から今に 至るまで のこ と を

想い返し てここに 書き綴る としよう 。  

あれから 私は日本 に帰り、 語学の才 能を買わ れて天方 伯の下で 働いた。 働くこと 数年 、 病

も次第に 癒え、省 内での地 位を確立 しつつあ った私は 、さる良 家のご令 嬢と結婚 する こ と

となり、 次第に持 ち直して いくうち に、いつ しかエリ スのこと を忘れつ つあった 。そ の 次

の年には 子供も産 まれた。 その子に は私のよ うにはな るな、勇 気ある子 になれ、 とい う 思

いを込め て勇太郎 と名付け た。彼は 私と同じ ように毎 日勉学を 欠かすこ となく、 幼少 の 頃

より常に 首席で、東京帝国 大学にも 難無く入 学し、十 九の時に 卒業した 後は外務 省に勤め 、

そこでの 仕事振り が認めら れ、この 度奇しく もあの頃 の私と同 じ様に、 外交の仕 事で は あ

るが、ド イツに派 遣される こととな ったのだ が…。  

ここまで 想い返し てみて私 はふと気 付き、そ して思っ た。  

私 の 心 に 去 来 し た 一 抹 の 不 安 は 実 は 我 が 子 勇 太 郎 が 私 と 同 じ 道 を い ま ま で 歩 ん で い る か

ら、もし かしたら 彼が私の 様に道を 踏み外し 、それに より私の 過去と向 き会うの を恐 れ て

いたから ではなか ったのか …。  

いや、よ もや彼に 限ってそ んなこと はあるま い。やは り単なる 私の思い 過ごしに 過ぎ な い

のであろ うか。  

それはそ うと今こ こに勇太 郎からの 手紙があ る。今か ら読んで みるとし ようか… 。  

第二章  勇 太郎から の手紙    〓因果は 巡る〓  

私が日本 を離れて から早二 年が過ぎ ましたが 、お元気 ですか？ 私は訳有 って近々 日本 に 帰

ることに なりそう です。現 地が物騒 になって 来ている というの がその理 由なので すが 、 そ

の時、私 はエリー ゼという 女性とと もに帰っ てきます 。彼女は 三十年前 に母エリ スを 捨 て

た日本人 留学生の 父を探し ているそ うです。 彼女は日 本人留学 生という ことで貴 方に も 是

非会って 父親探し を手伝っ て欲しい そうです 。何かし っていれ ばそのと きはよろ しく お ね



がいしま す。  


